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【
種
別
】
　
有
形
文
化
財

【
所
在
】　
日
光
市
山
内

平
成
　
年
７
月
　
日
旧
日
光
市
指
定

１５

２３

 末  社 北野神社石造群
まっ しゃ

短
　
歌
　
選
者
　阿
久
津
仲
一

た
だ
な
ら
ぬ
世
を
象
徴
の
ご
と
山
の
ひ
だ

黒
き
雲
わ
き
お
ど
ろ
お
ど
ろ
し

大
出
喜
代

 歳
  晩
 に
部
屋
片
付
け
ん
と
思
え
ど
も
 馴
  染
 

さ
い
 ば
ん
 

な
 
じ

み
の
品
々
捨
て
が
た
く
い
る
　
　
　
高
野
恒
子

空
と
水
の
間
 彩
 な
す
紅
葉
の
湖
畔
に
立
て

あ
や

ば
我
を
忘
る
る
　
　
　
　
　
　
北
崎
　
君

逝
く
夏
を
感
知
し
た
る
か
昼
下
が
り
 生
命
 

い
の
ち

し
ぼ
り
て
蝉
は
鳴
き
つ
ぐ

大
森
ト
ミ
子

裏
町
の
ネ
オ
ン
も
消
え
て
人
通
り
絶
え
た

る
空
に
細
き
月
照
る

植
田
義
雄

い
く
月
か
同
じ
悲
し
み
も
つ
友
の
抱
く
 傷
 

き
ず

 痕
 わ
れ
よ
り
深
し

あ
と

村
田
登
美

新
年
の
福
を
招
き
に
宮
参
り
よ
ろ
ず
の
神

の
今
 在
 す
時

お
わ

湯
沢
登
久
栄

川
　
柳
　
選
者
　山
本
都
留
米

頼
ま
れ
た
事
忘
れ
た
こ
と
を
言
い
出
せ
ず

石
川
み
か
ん

残
し
て
は
も
っ
た
い
な
い
と
腹
に
詰
め

小
島
幸
子

濡
れ
落
葉
グ
チ
も
煮
込
ん
で
今
日
も
鍋

塚
原
ト
モ
エ

発
車
ベ
ル
か
け
込
み
乗
車
ほ
っ
と
す
る

植
田
義
雄

新
年
の
 御
  神
  酒
 に
託
す
世
の
平
和

お
 
み
 
き

大
堀
　
満

 内
  面
 も
 外
  面
 も
な
く
日
向
ぼ
こ

う
ち
 づ
ら
 

そ
と
 づ
ら

白
土
武
夫

金
次
郎
電
子
読
者
に
あ
き
れ
顔

渡
辺
春
男

俳
　
句
　
選
者
　伊
藤
　
清

 浮
  寝
  鳥
 流
れ
に
一
途
身
を
ま
か
す

う
き
 
ね
 
ど
り

渡
辺
ミ
チ
子

ラ
グ
ビ
ー
の
熱
気
膨
ら
む
競
技
場櫻

澤
総
一

冬
帽
を
片
手
に
持
ち
て
お
辞
儀
す
る

酒
井
智
恵
子

 朝
  寒
 や
杖
の
身
 背
 の
丸
み
ま
す

あ
さ
 さ
む
 

せ
な

徳
本
英
子

ギ
ョ
ー
ザ
像
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
の
衣
着
て

福
田
美
代
子

 男
体
山
 の
雄
姿
に
語
る
冬
日
か
な

な

ん

た

い

鈴
木
キ
ヌ
子

 柊
 の
す
る
ど
き
葉
か
げ
花
白
し

ひ
い
ら
ぎ

井
口
愛
子
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てててててててててててててててててて
いいいいいいいいいいいいいいいいいい
まままままままままままままままままま

作
品
を
募
集
し
て
い
ま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすす
外外外外外外外外外外外外外外外外外外外

　
川
柳
・
俳
句
・
短
歌
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
氏
名（
ふ
り
が
な
）、
住
所
、

電
話
番
号
を
明
記
し
て
、
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

応
募
先
及
び
く
わ
し
く
は

秘
書
広
報
課
　広
報
広
聴
係

緯（
　
）５
１
３
５
・
胃（
　
）５
１
０
９

２１

２１

五十里湖

川治温泉

鬼
怒
川

文

文

野
岩
鉄
道

男
鹿
川

龍王峡

法華題目塔道標

中三依温泉駅

横川宝篋印塔

上三依水生植物園

大谷川

所野小学校

大室ダム
文

文
今市工業高等学校

五十里湖

川治温泉

鬼
怒
川

文

文

野
岩
鉄
道

男
鹿
川

龍王峡

法華題目塔道標

中三依温泉駅

横川宝篋印塔

日光東照宮

大谷川

日光二荒山神社

日光山輪王寺

末社北野神社石造群
日光東照宮輪王寺開山堂日光東照宮

末社北野神社石造群末社北野神社石造群末社北野神社石造群
　
輪
王
寺
開
山
堂
か
ら
北
へ

一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
歩
い

て
行
く
と
、
石
 燈
  籠
 を
は
じ

と
う
 ろ
う

め
と
し
た
石
造
群
が
見
え
て

き
ま
す
。
そ
れ
ら
が
今
回
ご

紹
介
す
る
末
社
北
野
神
社
石

造
群
で
す
。

　
北
野
神
社
は
二
荒
山
神
社
末
社
と
し
て
鎮
座
し
て
い
ま
す
。
祭

神
は
 菅
原
 

す
が
わ
ら
の

 道
  真
 公
で
あ
り
、
寛
文
元（
一
六
六
一
）年
に
大
宰
府
天

み
ち
 ざ
ね

満
宮
よ
り
分
霊
を
移
し
 祀
 ら
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
石
造

ま
つ

群
は
石
燈
籠
の
ほ
か
、
 石
  祠
 や
石
鳥
居
な
ど
数
多
く
の
石
造
品
か

せ
き
 し

ら
形
成
さ
れ
、
ま
た
社
殿

の
背
後
に
は
梅
鉢
の
紋
を

彫
っ
た
巨
石
が
あ
り
、
当

初
は
信
仰
の
対
象
と
し
て

 祀
 ら
れ
た
と
推
定
さ
れ
て

ま
つい

ま
す
。

　
今
回
の
石
造
群
は
江
戸

前
期
か
ら
後
期
に
か
け
て

形
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
、

日
光
に
お
け
る
最
古
の
 天
 

て
ん

 神
 信
仰（
道
真
公
の
神
霊

じ
んに

対
す
る
信
仰
）の
史
跡

で
あ
る
こ
と
か
ら
貴
重
な

文
化
財
と
い
え
ま
す
。

　
山
内
に
は
ほ
か
に
も
、

日
光
市
指
定
の
文
化
財
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。
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弥
生
土
器

　
写
真
の
弥
生
土
器
は
中
小
代
Ａ
遺
跡

と
岩
崎
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
も
の
で
す
。

い
ず
れ
も
東
北
地
方
南
部
で
よ
く
見
ら

れ
る
渦
巻
き
文
様
が
描
か
れ
、
弥
生
時

代
中
期
後
半
に
位
置
づ
け
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
両
者
に
は
線
の
描
き
方
に
違
い

が
あ
り
、
前
者
は
一
本
ず
つ
後
者
は
二

本
の
線
が
同
時
に
描
か
れ
、
そ
の
違
い

か
ら
後
者（
岩
崎
遺
跡
）の
も
の
が
少
し

新
し
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
　
　

　
日
光
市
で
は
特
に
今
市
地
域
に
弥
生

時
代
中
期
の
遺
跡
が
多
く
発
見
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
後
期
の
遺
跡
は
現
在
の
と

こ
ろ
見
つ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

小杉放菴記念日光美術館

市市 民民 割割 引引 券券
（１枚につき、５名様まで有効）

況
常
設
展
示
資
料
紹
介
⑥
 

　
 嘉
  暦
 四
年
銘
一
尊

か
 
り
ゃ
く

 種
  子
 

し
ゅ
 
じ

 板
  碑
 

い
た
 
び

　
板
碑
は
鎌
倉
時
代
か
ら
　
世
紀
初
め

１７

に
か
け
て
在
地
の
領
主
層
が
両
親
の
追

善
供
養
や
、
生
前
に
自
分
の
冥
福
を
祈

る
 逆
  修
 供
養
の
た
め
に
建
て
た
石
塔
で

ぎ
ゃ
く
 し
ゅ

す
。
写
真
の
板
碑
は
土
沢（
杉
ノ
沢
）で

出
土
し
た
も
の
で
、
嘉
暦
４（
１
３
２

９
）年
の
 阿
  弥
  陀
 如
来
を
表
す
種
子

あ
 

み
 

だ

「
キ
リ
ー
ク
」
が
彫
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ほ
か
に
も
市
内
６
か
所
で
発
見
さ
れ

て
い
る
板
碑
は
、
い
ず
れ
も
秩
父
産
の

青
石（
 緑
  泥
  片
  岩
 ）で
作
ら
れ
、
日
光

り
ょ
く
 で
い
 へ
ん
 が
ん

市
指
定
の
文
化
財
と
な
っ
て
い
ま
す
。

興
催
し
興

◆
移
動
博
物
館
　「
岩
石
・
鉱
物
の
世
界
」

　
３
月
　
日（
日
）ま
で

２０

◆
古
文
書
初
級
講
座

　「
日
光
の
歴
史
を
古
文
書
で
読
む
」

　
２
月
中
の
毎
週
日
曜
日（
全
４
回
）

興展覧会「出会いの美術Ⅱ　絵画を楽しむエトセトラ」

会　　期：２月１９日（土）～４月３日（日）

開館時間：午前９時３０分～午後５時（入館は午後４時３０分まで）

入　館　料：一般…７００（３００）円、大学・高校生…５００（２００）円、小中学生…無

　　　　　料　※（　）内は市民割引券を利用した際の料金です。

日
光
市
中
央
町
　‐
１（
今
市
図
書
館
隣
）　緯（
　）６
２
１
７

２９

２２

開
館
時
間
　午
前
９
時
～
午
後
６
時（
入
館
無
料
）

休
館
日
　毎
週
月
曜
日
、
祝
日
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通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通

歴
史
民
俗
資
料
館
通
信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信

左から宮川氏、櫻井氏、早川氏

中小代Ａ遺跡の弥生土器（左）と
岩崎遺跡の弥生土器（右）

嘉暦四年銘一
尊種子板碑

と　　き：３月１３日（日）　午後２時～４時

講　　師： 宮  川  達 氏（成城大学・首都大学東京・東京都立大学非常勤講師）、
みや かわ たつ

　　　　　 櫻井  修 氏（成城大学・東京工科専門学校非常勤講師）、
さくらい おさむ

 早  川  恭 
はや かわ きょう

　　　　　 只 氏（静岡文化芸術大学・東放学園映画専門学校非常勤講師）
し

会　　場：美術館喫茶室（カフェ　アン・レーヴ）

参　加　料：５００円（飲み物付き）

定　　員：２０名（先着順）

参加方法：美術館へ電話で申し込む

特別企画・美学講座「美学がいざなう芸術のよろこび　番外編」

こ　　のたび、大好評を得て終了した連続美学講座「美学がいざなう芸
術のよろこび」の番外編として、３人の美学者による特別講座を開催

します。

　芸術という営みの魅力についてのお話を存分に聞くことができます

ので、ぜひご参加ください。


